






























行動シナリオ進捗状況

２． グローバル・キャンパスの形成

国内の主要研究大学との連携体制の
構築（RU11）。政策提言をシンポジウ
ム等により発信。

サイエンスコミュニケーターを採用、研
究成果を海外に発信。

女子学生向けの大学説明会の開催、
大学案内の作成。

大学院部会、学部後期課程部会のもと
全学的な教育課題の総点検の実施。

幹部職員セミナー、女性係長級向けキャリ
アセミナーの開催。

キャンパスデザインコードを新たに策
定。キャンパス計画要項を改訂。

2010.3  行動シナリオ、フォローアップ
基本方針の策定

2010.4   実施開始

2010.7 総長・理事が方針・課題を確認

実施・評価の流れ 実施中の取組例

５． 教 員 の 教 育 力 の 向 上 、
活 力 の 維 持

３． 社 会 連 携 の 展 開 と 挑 戦 ―
「知の還元」から「知の共創」へ

６． プロフェ ッシ ョナルとしての
職 員 の 養 成

１． 学術の多様性の確保と
卓 越 性 の 追 求

９． ガ バ ナ ン ス 、
コ ン プ ラ イ ア ン ス の 強 化

８．経営の機動性向上と基盤強化

７． 卒 業 生 と の 緊 密 な
ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

４．「タフな東大生」の育成

広報・普及活動等

2010.9 本部内のプロジェクト設置 （２５）

2010.9     ウェブサイトに「タフな東大生」
コーナー開設

サロン型の卒業生向け学習プログラ
ム「東大ワールドカフェ」を試行
開催。

2011.1-3 フォローアップ結果の報告

今後の具体的取組等へのフィードバック

海外渡航危機管理ガイドブックの
作成。

主に卒業生を対象に「グレーター
東大塾」を開講予定。

「人事、組織、業務の改善プラン」の見直
し、職員アンケートの実施。

メールシステム及び共通認証基盤の検
討開始。

高度な研究支援人材（リサーチ・
アドミニストレーター）の在り方に
ついての調査研究を開始。

旅費業務外部委託の全学展開予定。
人件費や研究費の補助を行い、
女性研究者の雇用を促進。

メンタルヘルスケア体制整備のための、従
業員支援プログラム(EAP)の導入。

学生支援センターの竣工（学生サービ
ス機能の充実・一元化）。

法務課を設置し、コンプライアンス基
本規則を作成中。

総合研究博物館が国内外にモバイル
ミュージアムを開設。

英語で学位の取得できるコースの拡
充。

３キャンパスに国際センターのオフィス
を設置。ワンストップサービスの充実。

全学委員会の整理・合理化。

ダブル・ディグリー・プログラムの開始
に向け、規定・協定等の整備。
(シンガポール国立大、コロンビア大）

サバティカル普及策の検討。

2010.6     パンフレット・冊子作成

2010.9～ 総長の学内説明会開始 （２８部局）

国際高等研究所構想の具体化に向
けた検討。

学生の海外派遣の機会を拡充。

「タフな東大生」をテーマにしたHＰの開設。

教育企画室、大学総合教育研究
センターの機能の充実、見直し。

教育評価制度指針の運用の開始。 新たな調達方式（リバースオークション）
の試行。

室・本部と事務組織の整理・統合化の
検討。

研究費第二次不正使用防止計画の
検討。

東京大学オンラインコミュニティへの
登録メリットの明確化と利用促進。

外国人同窓生のネットワークづくりの
推進。スペシャル・イングリッシュ・レッスンの全

学展開の開始。

年齢・性別に関係なく、有能な若手職員を
上位職に昇進できる制度の検討開始。

新任部局長を対象に必要な知識習得の研
修を実施。

印刷・製本関係経費縮減に向けた検討
の開始。




